
ラオス人民民主共和国

稲種子増殖普及システム

改善計画プロジェクト

終了時評価調査報告書

独立行政法人国際協力機構

ラオス事務所

平成23年4月

（2011年）

ラオ事

ＪＲ

11-006

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
稲
種
子
増
殖
普
及
シ
ス
テ
ム
改
善
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査
報
告
書

平
成
23
年
4
月

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構



ラオス人民民主共和国

稲種子増殖普及システム

改善計画プロジェクト

終了時評価調査報告書

独立行政法人国際協力機構

ラオス事務所

平成23年4月

（2011年）

ラオ事

ＪＲ

11-006

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
稲
種
子
増
殖
普
及
シ
ス
テ
ム
改
善
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査
報
告
書

平
成
23
年
4
月

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構



序　　　　　文

独立行政法人国際協力機構は、ラオス人民民主共和国政府からの技術協力の要請を受け、2006 年

8 月から同国において「ラオス国稲種子増殖普及システム改善計画プロジェクト」を開始しました。

本プロジェクトの終了に際し、当機構は本プロジェクトの進捗状況や現状を把握評価し、同国の

プロジェクト関係者や派遣専門家に対し適切な助言と指導を行うため、2011 年 2 月 21 日から 3 月 4

日まで当機構農村開発部の仲田俊一参事役を団長とする終了時評価調査団を派遣しました。

調査団は、ラオス側メンバーと構成した合同終了時評価調査チームとして過去約 4 年 6 カ月間の

投入実績、活動の達成度を確認し、ラオス人民民主共和国政府関係者との協議及びプロジェクトサ

イトでの現地調査実施を通してプロジェクトの運営や事業内容などに対して必要な提言を行いまし

た。

この報告書が本プロジェクトの今後の推進に役立つとともに、この技術協力が両国の友好・親善

の一層の発展に寄与することを期待します。

終わりに、この調査にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表し

ます。

平成 23 年 4 月

独立行政法人国際協力機構

ラオス事務所長　戸川　正人
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